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紙のリサイクルにご協力を

紙は、私たちの暮らしの中で、なくてはならない生活必需品である
と同時に、産業や文化を側面から支えています。新聞、書籍、週刊誌
などは情報と知識の媒体として、また、ティッシュペーパーやトイレッ
トペーパーなどは生活用品として、更に、包装資材、事務用品、建設
資材などとして幅広く使われています。
そして、不要になった紙は、分別収集することで、古紙として再生することが
できます。再生ルートに乗るか、乗らないかで、古紙になるか、紙ゴミになるか
が決まります。再生ルートに乗せるためには、古紙をきちんと分別して、地区の
資源ごみ回収日、または、資源リサイクルセンターに出してください。
ただし、防水加工された紙やコート紙などの異物が混ざっていると、紙の原料
にならなかったり、紙を作るうえで障害となるため可燃ごみに出してください。 どの区分にも

入らないもの
横から見て
中に波状の紙が
入っているもの

新聞類 ざつがみ類 ダンボール類

金具や粘着テープは取
り除く。大きなダンボー
ルは切って折り畳む

金具や粘着テープは取
り除く。大きなダンボー
ルは切って折り畳む

シール、プラスチック
フィルム、金属やプラス
チック部分は取り除く
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荷造りひもは必ず外し
てから出す
荷造りひもは必ず外し
てから出す

週刊誌、書籍
ノート、カタログ
取扱説明書

雑誌類

プラスチックフィルム
が貼られた部分は、そ
の部分を取り除いてか
ら出す

プラスチックフィルム
が貼られた部分は、そ
の部分を取り除く
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可燃ごみ収集袋

大口町

家庭から出るごみの分別の目安として一般的な具体例示しています。
・大口町ごみチェッカー
スマートフォン、タブレット端末に対応した早見表です。
詳しくは、大口町ホームページをご覧いただくか、環境経済課にお問合せください。

　紙は分別して、地区の資源ごみ回収日か、資源リサイクルセンターに出してく
ださい。防水加工された紙やコート紙など、異物が混ざっていると、紙の原料に
ならなかったり、紙を作るうえで障害となりますので可燃ごみに出してください。

　大口町資源リサイクルセンターではご家庭で使わなく
なった羽毛ふとんの回収をおこなっています。通常、羽毛
ふとんは粗大ごみとして処理手数料をいただきますが、資
源リサイクルセンターに持ち込んでいただければ、無料で
回収することができますのでご利用ください。

不要になった紙は、分別収集することで、
古紙、包装資材、事務用品、建設資材として幅広く使われます。
不要になった紙は、分別収集することで、
古紙、包装資材、事務用品、建設資材として幅広く使われます。

牛乳パック、
ジュースパック

牛乳パック類

回収できないもの

切り開いて乾燥させる。
プラスチックが付いてい
るものは外す。アルミ付
は可燃ごみに出す

切り開いて乾燥させる。
プラスチックが付いてい
るものは外す。アルミ付
は可燃ごみに出す

ダウンの割合が 50％以上の
羽毛ふとんの回収
ダウンの割合が 50％以上の
羽毛ふとんの回収

●ダウンの割合が 50％未満のもの
●フェザーふとん（羽根ふとん）、綿、
　ポリエステル製ふとん
●ダウンジャケット

48％
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謝日本救援衣料

センター


